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一般会計補正予算
当初予算に歳入歳出それぞれ2億82万円を追加し、歳入歳出の総額を84億1382万円
とする令和4年度予算が決定しました。

●主な歳入
子育て世帯への臨時特例給付金���������������������� 620万円
住民税非課税世帯等臨時特例給付金��������������� 572万円 
新型コロナウイルス地方創生臨時交付金
��������������������������������������������������������������������������2000万円
強い農業・担い手づくり総合支援交付金
��������������������������������������������������������������������������1000万円
基金繰入�����������������������������������������������������������5000万円
町債�������������������������������� 8170万円（過疎対策事業債）

●主な歳出
道の駅整備事業�����������������������������������������������4371万円
新型コロナウイルスワクチン予防接種事業（4回目）
��������������������������������������������������������������������������1355万円
道路維持改良費�����������������������������������������������4000万円
土木総務一般経費�������������������������������������������1056万円
農業振興一般経費�������������������������������������������2124万円

令和4年度新規事業

千曲病院決算

●令和3年度千曲病院の決算認定
収益的収入����������������������������������������������������������������������������������������������15億8627万円�
収益的支出����������������������������������������������������������������������������������������������15億8556万円

資本的収入������������������������������������������������������������������������������������������������3億4910万円�
資本的支出������������������������������������������������������������������������������������������������4億3791万円

入院患者数������������������������������������������������������������������� 前年比4466人（18.74％）増�
外来患者数����������������������������������������������������������������������前年比1604人（3.41％）増
人間ドック受診（1212人）����������������������������������������������������前年比41人（3.5％）増　

令和4年第3回臨時会（4月12日）

●教育委員会委員の任命、人権擁護委員候補者の
推薦について
　人事案件（教育委員、人権擁護委員）が審議され、
認められました。

令和4年第4回臨時会（5月24日）

●佐久穂町職員等の給与に関する条例の一部改正
　令和3年人事院勧告を受けて、国に準じて期末手
当等を減額することになりました。
●第2次佐久穂町総合計画の基本構想の変更について
　後期計画の策定にあたり、基本構想が変更されま
した。

町長招集挨拶 ピックアップピックアップ

町内外の動き
　当町と佐久市で構成される佐久平環境衛生組合
と、南佐久6ヵ町村と佐久市で構成される南佐久環
境衛生組合の統合について、両組合の合同理事会
において協議され、令和5年4月1日に統合される
ことになりました。新組合名は「佐久環境衛生組
合」となります。

　駒出池キャンプ場と八千穂高原スキー場につい
て、株式会社アドバンスより令和3年度の経営状況
報告がありました。町直営の平成30年度と比べ、
キャンプ場で1.9倍、スキー場で1.8倍の来場者が
ありました。利用者のニーズを的確に把握し、新
しいサービスの提供を次々に実行していく民間な
らではの経営戦略が、来場者を呼び込んだと考え
ます。今後、町の更なる観光振興に寄与していた
だけると期待しています。

町政の動き
　現在、旧佐久西小学校の学校跡地売り払いにつ
いて募集をしており、問い合わせが3件ほど来てい
ます。7月20日には審査会を開き、売り払い相手
を選定していきます。

　道の駅は、今年度から基本設計及び実施設計を
行っています。追加の用地取得も予定しています。

　令和3年度の町税は5月31日に出納閉鎖を行い、
現在集計中です。町民税他の徴収率は年々向上し
ており、令和2年度は全体で98.5％で5年前から
1.1％向上し特に個人町民税は99.3％と高く、適正
に賦課徴収事務を行っている結果となっています。

　	 国民健康保険制度に関して、令和9年度まで
の保険料の平準化達成が県から示されています。
当町でも町国民健康保険運営協議会において国保
税の資産割を段階的に廃止する方針が了解され、
十分に周知しながら令和5年度と令和8年度に段階
的に廃止していきます。

　新型コロナウイルスワクチン接種状況は、6月4日
現在の3回目接種者は7911人で全人口に対する接種
率74.2％と、長野県の接種率66.5％と比べて10％
弱高い状況です。4回目接種券が60歳以上の方全員
へ6月10日頃から順次発送となります。

　新型コロナウイルス第6波への対応として、佐久
穂町新型コロナウイルス第6波経営継続支援事業を
実施しています。国の支援事業では売り上げ減少
率30％以上の事業者が対象でしたが、町では売り
上げ減少率20～30％未満を対象として、国の支援
の行き届かない業者を支援していきます。

　町立千曲病院は、検査体制の強化・佐久病院と
の連携・常勤医増による診療体制の充実などによ
り、収益的収支決算が令和2年度の1億円を超える
赤字から約71万円の黒字に転換しました。これは
合併以来初です。4月からは新たに2名の常勤医が
着任し、更なる医療サービスを図り、地域の人に
信頼され愛される病院を目指します。

令和4年 6月定例会

農業経営発展支援事業

臨時特例給付金（令和4年度新規対象者）

佐久穂町PR動画作成

農作物の生産における
土壌診断等への費用補助

千曲川支流L2ハザードマップ作成
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「
第
１
回
佐
久
穂
町
議
会
報
告
会
」

  
開
催
し
ま
し
た
！

　
過
日
５
月
７
日
（
土
）
に
、
佐
久

穂
町
議
会
主
催
に
よ
る
「
第
１
回
佐

久
穂
町
議
会
報
告
会
」
を
生
涯
学
習

館
「
茂
来
館
」
に
お
い
て
開
催
い
た

し
ま
し
た
。

　
当
議
会
と
し
て
は
、
初
め
て
の
試

み
で
し
た
が
、
当
日
は
80
名
を
超
え

る
大
勢
の
皆
様
に
お
越
し
い
た
だ
き

ま
し
て
、
盛
会
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　
同
日
、
茂
来
館
会
場
に
お
い
て
、

有
志
に
よ
る
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
や
特
産

品
の
出
店
も
あ
り
、
会
場
は
大
い
に

賑
わ
い
ま
し
た
。

　
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
か
ら
、

ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
り
沢
山
の
ご
意
見

を
い
た
だ
き
、
議
会
報
告
会
を
開
催

し
て
よ
か
っ
た
と
い
う
思
い
と
同
時

に
、
今
後
の
課
題
も
見
え
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
町
民
の
皆
様
に
関

心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
議
会
、
議
員

の
顔
が
見
え
る
議
会
を
目
指
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

開
会
前�

（
須
田
桃
香
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
演
奏
）

　
開
会
前
に
は
佐
久
穂
町
出
身
の
ピ

ア
ニ
ス
ト
須
田
桃
香
さ
ん
が
奏
で
る

ス
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
ピ
ア
ノ
の
音
色
で
、

ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
を
お
迎

え
し
ま
し
た
。

須田桃香さんによるピアノ演奏
　

石
井
議
長
あ
い
さ
つ

　
主
催
者
あ
い
さ
つ
で
は
石
井
正
行

議
長
に
よ
る
主
催
者
あ
い
さ
つ
の
中

で
、
議
会
が
一
丸
と
な
っ
て
議
会
改

革
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
こ
と

を
報
告
し
ま
し
た
。

議
員
紹
介

参加議員の自己紹介 　

　
議
員
紹
介
で
は
、
参
加
議
員
が
一

人
ひ
と
り
自
己
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

各
委
員
会
か
ら
の
報
告

　
各
常
任
委
員
会
か
ら
の
報
告
に
て
、

議
会
の
仕
組
み
や
令
和
４
年
度
の
主

要
事
業
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

議
会
運
営
委
員
会

　
議
会
の
し
く
み
や
委
員
会
構
成
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

議会運営委員会からの報告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

　
総
務
課
・
総
合
政
策
課
・
住
民
税

務
課
・
こ
ど
も
課
・
生
涯
学
習
課
所

管
の
令
和
４
年
度
の
主
要
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

総務文教常任委員会からの報告

経
済
福
祉
常
任
委
員
会

　
建
設
課
・
産
業
振
興
課
・
健
康
福

祉
課
・
千
曲
病
院
・
老
人
保
健
施
設
、

所
管
の
令
和
４
年
度
主
要
事
業
に
つ

い
て
説
明
し
ま
し
た
。

経済福祉常任委員会からの報告

議
会
改
革
特
別
委
員
会

議会改革特別委員会からの報告

「
議
会
改
革
」
の
取
り
組
み
（
改
革

課
題
や
経
緯
、
取
組
内
容
）
に
つ
い

て
、
出
浦
修
身
議
会
改
革
特
別
委
員

長
よ
り
説
明
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
Ａ
チ
ー
ム
～
Ｆ
チ
ー
ム

の
６
チ
ー
ム
の
代
表
が
そ
れ
ぞ
れ
の

令
和
３
年
度
の
検
討
内
容
と
令
和
４

年
度
の
取
り
組
み
内
容
に
つ
い
て
報

告
し
ま
し
た
。

リ
ラ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム�

（
地
域
い
き
い
き
健
康
ク
ラ
ブ
）

　
休
憩
中
に
、「
地
域
い
き
い
き
健

康
ク
ラ
ブ
」
の
皆
さ
ん
の
リ
ー
ド
で
、

体
操
（
楽
曲
『
佐
久
穂
物
語
』）
を
行

い
、
頭
と
体
を
リ
セ
ッ
ト
！

地域いきいき健康クラブによる健康体操

意
見
交
換
会

「
意
見
交
換
」
で
は
、
限
ら
れ
た
時

間
の
中
で
し
た
が
、
ご
来
場
の
皆
さ

ん
か
ら
、
質
問
や
ご
意
見
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

意見交換のようす

来
場
者 

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

　
ご
来
場
い
た
だ
い
た
皆
様
に

は
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
協
力
い
た

だ
き
、「
こ
う
し
た
報
告
会
を
開

催
し
て
ほ
し
か
っ
た
」「
年
複
数

回
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
の

ご
意
見
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

一
方
で
、「
意
見
交
換
」
の
時
間

を
も
っ
と
設
け
て
ほ
し
い
な
ど

の
ご
意
見
も
多
数
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
の
課
題
と
し
て
大

い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

●
議
会
の
仕
事
を
知
る
よ
い
機

会
に
な
っ
た
。
親
し
み
が
わ
い

た
。
議
会
が
身
近
に
感
じ
た
。

●
こ
れ
ま
で
に
な
い
新
し
い
試

み
で
、議
員
の
熱
意
を
感
じ
た
。

●
ス
タ
イ
ン
ベ
ル
ク
ピ
ア
ノ
の

演
奏
や
、
体
操
の
演
出
は
よ

か
っ
た
。

●
一
方
的
な
説
明
で
、
意
見
交

換
の
時
間
が
短
す
ぎ
る
。

●
議
員
と
町
民
の
意
見
交
換
の

場
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
来

た
の
に
残
念
。

●
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
交

流
会
の
開
催
な
ど
、
議
会
が
身

近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
活
動

を
期
待
し
た
い
。

●
小
中
学
校
と
一
緒
に
で
き
る

企
画
が
あ
れ
ば
、
お
願
い
し
た

い
。

�

な
ど

こ
ん
な
お
声
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
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問

２
年
半
前
に
提
案
を
受

け
た
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
町
で
は
、
ど

う
受
け
止
め
政
策
を
展
開
し
た
か
。

町
　
長

提
案
で
は
行
政
の
役
割

を
事
業
者
の
下
支
え
と
環
境
整
備
と

し
て
お
り
、
こ
の
間
、
町
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
に
伴
う
経
済
対
策
、
事

業
者
の
経
営
支
援
と
八
千
穂
高
原
な

ど
の
景
観
修
景
事
業
を
し
て
き
ま
し

た
。問

イ
ン
フ
ラ
整
備
と
共
に
、

ま
ち
な
か
へ
の
誘
客
に
は
イ
ベ
ン
ト

開
催
や
人
材
育
成
、
財
政
支
援
も
必

要
で
は
。

産
業
振
興
課
長

財
政
的
な
面
も
あ
る
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が
大
き

く
、
状
況
を
見
な
が
ら
、
ま
ち
な
か

へ
の
集
客
等
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
再

度
考
え
て
い
き
ま
す
。

問

令
和
８
年
度
の
観
光
客

入
り
込
み
目
標
値
が
年
間
24
万
５
千

人
と
い
う
の
は
、
少
な
す
ぎ
る
と
思

う
が
、
ど
う
か
。

産
業
振
興
課
長

こ
の
数
値
は
コ
ロ
ナ
前

の
信
州
Ｄ
Ｃ
等
集
客
が
多
い
時
期
の

５
年
間
平
均
を
計
上
し
ま
し
た
。

道の駅予定地と大石川

問

目
標
値
に
今
後
の
道
の

駅
や
ま
ち
な
か
イ
ベ
ン
ト
の
集
客
は

カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
る
か
。

産
業
振
興
課
長

５
年
平
均
の
み
で
算
入

し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

問

観
光
及
び
産
業
振
興
上

の
道
の
駅
の
役
割
と
建
設
計
画
の
進

捗
は
。

町
　
長

道
の
駅
は
南
佐
久
の
玄

関
口
と
し
て
佐
久
穂
町
の
み
な
ら
ず

南
佐
久
全
体
の
観
光
情
報
等
の
情
報

セ
ン
タ
ー
の
役
割
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

建
設
計
画
で
は
基
本
的
構
想
が
ま
と

ま
り
つ
つ
あ
り
令
和
６
年
夏
の
開
業

を
目
指
し
ま
す
。
建
設
内
容
は
ア
ウ

ト
ド
ア
を
特
徴
と
し
、
公
設
民
営
で

地
域
連
携
機
能
と
し
て
は
農
産
物
直

売
所
も
備
え
ま
す
。

問

昨
年
秋
の
基
本
計
画
案

か
ら
大
き
く
変
更
し
て
い
る
が
。

総
合
政
策
課
長

地
域
連
携
施
設
の
整
備

は
公
設
の
条
件
に
加
え
、
昨
年
実
施

し
た
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
や
サ
ウ

ン
デ
ィ
ン
グ
調
査
で
は
、
多
く
の
企

業
が
公
設
民
営
で
の
参
画
提
案
で
あ
っ

た
こ
と
、
防
災
道
の
駅
は
規
模
や
条

件
の
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
た
め
取
り
止

め
と
し
、
川
や
水
を
活
か
し
た
「
か

わ
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
と
し
ま
し
た
。

問

か
わ
ま
ち
づ
く
り
計
画

と
は
。

総
合
政
策
課
長

大
石
川
を
道
の
駅
事
業

に
取
り
込
ん
だ
大
石
川
エ
リ
ア
の
他
、

愛
宕
公
園
の
あ
る
千
曲
川
エ
リ
ア
や

古
い
町
並
み
の
あ
る
八
千
穂
駅
一
帯

を
計
画
に
盛
り
込
み
ま
す
。

問

民
間
事
業
者
の
平
林
地

区
で
の
太
陽
光
発
電
計
画
へ
の
技
術

支
援
は
。

町
　
長

指
導
要
綱
を
定
め
町
民

の
安
心
安
全
の
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。
技
術
支
援
の
問
合
せ
に
は
、
可

能
な
範
囲
で
お
応
え
し
て
参
り
ま
す
。

小
・
中
学
校
の
長
期
欠
席
者（
不

登
校
）や
支
援
が
必
要
な
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応

問

全
国
的
に
増
加
し
て
い

る
不
登
校
者
数
だ
が
町
の
現
状
は
ど

う
か
。

教
育
長

令
和
２
年
統
計
で
は
、

小
学
校
が
全
国
及
び
県
の
数
値
よ
り

割
合
が
若
干
高
く
、
中
学
校
は
低
い

状
況
で
す
。
人
数
は
過
去
５
年
間
平

均
し
て
１
桁
の
数
字
で
す
。
特
徴
的

な
こ
と
は
小
中
一
貫
校
の
た
め
、
中

１
ギ
ャ
ッ
プ
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な

い
こ
と
で
す
。

相
談
室
体
制

問

相
談
室
を
小
学
校
棟
に

設
置
す
る
必
要
性
は
。

教
育
長

い
ま
ま
で
相
談
室
は
す

べ
て
中
学
校
棟
に
あ
り
、
小
学
生
が

利
用
す
る
に
は
心
理
的
負
担
が
大
き

く
抵
抗
感
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
パ
ソ

コ
ン
教
室
を
半
分
に
区
切
り
設
置
し

ま
し
た
。

問

安
全
地
帯
で
あ
る
た
め

に
重
視
す
る
点
は
。

教
育
長

効
果
的
な
支
援
の
た
め

に
、
支
援
す
る
側
が
こ
ど
も
の
願
い

や
訴
え
を
丁
寧
に
理
解
し
、
こ
ど
も

や
保
護
者
の
心
に
寄
り
添
う
姿
勢
で

関
わ
る
こ
と
が
非
常
に
大
切
な
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

問

相
談
し
や
す
く
す
る
た

め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の
考
え
は
。

教
育
長

県
教
育
委
員
会
が
作
成

し
た
「
手
引
き
」
に
基
づ
い
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

佐久穂小学校相談室

合
理
的
配
慮
へ
の
共
通
認
識

問

町
教
育
委
員
会
の
考
え

方
、
学
校
現
場
で
の
取
り
組
み
の
現

状
と
課
題
は
。

教
育
長

現
状
は
保
護
者
を
交
え

た
丁
寧
な
支
援
会
議
を
開
き
、
合
意

形
成
を
図
り
、
教
職
員
全
員
が
情
報

共
有
し
て
い
ま
す
。

　
課
題
は
保
護
者
の
合
意
を
得
な
が

ら
、
合
理
的
配
慮
の
見
直
し
を
行
な

う
児
童
理
解
に
、
多
く
の
時
間
と
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
一
助
と
し
て
、
昨
年
か
ら
教
研
式

認
知
能
力
検
査
Ｎ
Ｉ
Ｎ
Ｏ
を
導
入
し

ま
し
た
。

中
間
教
室
の
運
営

問

町
教
育
委
員
会
の
関
わ

り
方
、
担
当
指
導
員
の
選
任
基
準
は
。

教
育
長

佐
久
穂
町
中
間
教
室
設

置
要
綱
を
定
め
、
令
和
3
年
4
月
１

日
か
ら
施
行
し
て
い
ま
す
。
担
当
者

の
選
任
基
準
は
要
綱
の
規
定「
児
童
・

生
徒
の
指
導
に
豊
か
な
経
験
と
指
導

力
を
持
つ
者
を
指
導
員
と
任
命
す
る
」

に
則
り
教
育
長
が
任
命
し
て
い
ま
す
。

問

教
室
の
設
置
場
所
と
、

男
性
・
女
性
の
指
導
員
の
設
置
を
検

討
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

教
室
の
設
置
場
所
は
、

こ
ど
も
の
特
性
に
合
わ
せ
て
配
慮
し

ま
す
。
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
に
い
る
複

数
の
女
性
ス
タ
ッ
フ
が
、
女
児
の
悩

み
に
対
応
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
定
例
会
の
公
開

問

定
例
会
で
の
意
見
が
教

育
現
場
で
ど
う
反
映
さ
れ
て
い
る
の

か
、
周
知
が
必
要
で
は
。

教
育
長

定
例
会
は
広
報
及
び
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
出
さ
れ
た
意
見
は
、
真
摯
に
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

一
般
質
問�

６
月
定
例
会

相
談
室
の

小
学
校
棟
設
置
の
理
由
は

教
育
長 

小
学
生
の
心
理
的
負
担
を
軽
減

す
る
た
め
で
す
。 髙

見
澤　
春
野

観
光
ビ
ジ
ョ
ン
を
ど
う
受
け
止
め

政
策
を
展
開
し
た
か

町
　
長
行
政
は
事
業
者
の
下
支
え
や
景

観
整
備
を
進
め
ま
し
た
。 出

浦　
修
身

第一回議会報告会にご協力頂き感謝申し上げます

	 � 議長　石井　正行

　初回ということで、新年度予算を審議した3月定例会の
報告を中心に、議会の仕事、また取り組んでいる議会改革
の課題について説明させていただきました。少しでも議会
を身近に感じていただき、議会の役割を果たすことができ
れば幸いです。
　今回の議会報告会で、ご協力をお願いしましたアンケー
ト結果、 ご意見等を踏まえて、町民に分かりやすく、開か
れた議会運営に努めるとともに、議会改革・活性化に取り
組んで、より身近な議会運営に努めるとともに、二元代表
制のもと、町長をはじめとする執行機関と切磋琢磨して、
町民全体の福祉の向上及び町政の発展に寄与する所存です。
　今後とも、町民の皆さまにより議会を身近に感じて頂く
ために努力してまいりますので、佐久穂町議会の活動にご
理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。

ご来場いただき、ありがとうございました

	 � 議会改革特別委員会委員長　出浦　修身

　町民の皆さま、佐久穂町議会が5月7日に開催した第一回
議会報告会に、多数の皆様にご参加頂き、厚く御礼申し上
げます。
　この報告会は佐久穂町議会の永年の課題の一つである「町
民の皆さまと議会をいかに近づけるか」への取り組みの第
一歩です。
　議会は皆様から選挙により選ばれた議員により構成され
た町を代表する機関です。その使命は町の政策形成に多面
的に参画し、意思決定する事です。議会がこの使命を果た
すには町民の皆さまとの緊密な意思疎通が重要です。
　近年、回を追うごとに低下する議会議員選挙の投票率な
ど、議会ばなれが危惧されています。
　今回、議会はその対策として、先ず町民の皆様に議会を
知って頂くべく計画したものです。
　報告会で寄せられた、意見交換会の実施など一つずつ改
革事業を進めて参りますので、今後ともご理解ご協力をお
願い申し上げます。

議長あいさつ
議会改革特別委員長あいさつ

第1回佐久穂町議会報告会
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町
と
モ
ン
ベ
ル
社
の
包
括
連
携

協
定
に
つ
い
て

問

７
項
目
あ
る
が
具
体
的

な
実
施
内
容
は
。

町
　
長

モ
ン
ベ
ル
社
が
掲
げ
て

い
る
７
つ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
あ
り
、

佐
久
穂
町
に
合
わ
せ
て
個
別
に
設
定

さ
れ
た
項
目
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
そ
の
項
目
は
佐
久
穂
町
の
抱
え
る

課
題
と
も
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
共

通
認
識
と
し
て
、
課
題
解
決
に
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

問

町
と
モ
ン
ベ
ル
社
の
具

体
的
な
役
割
は
。

町
　
長

具
体
的
な
役
割
分
担
が

あ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ

の
地
域
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
た
際
に

は
、
モ
ン
ベ
ル
社
か
ら
テ
ン
ト
や
寝

袋
の
提
供
、
義
援
隊
に
よ
る
支
援
と

い
う
お
話
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

問

現
時
点
で
計
画
さ
れ
て

い
る
実
施
事
業
は
あ
る
の
か
。

町
　
長

モ
ン
ベ
ル
社
会
長
の「
辰

野
勇
」
氏
の
講
演
会
を
７
月
31
日
に

茂
来
館
で
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
も
モ
ン
ベ

ル
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
行
う
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
道
の
駅
事
業
・
か
わ
ま
ち
づ
く
り

計
画
の
策
定
に
も
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と

し
て
参
加
を
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

モ
ン
ベ
ル
社
の
フ
レ
ン
ド
エ
リ

ア
、
フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
に
つ

い
て問

フ
レ
ン
ド
エ
リ
ア
の
登

録
の
現
状
は
。

町
　
長

小
海
町
、
南
相
木
村
と

と
も
に
「
八
ヶ
岳
・
奥
秩
父
」
と
名

称
が
決
定
さ
れ
７
月
１
日
か
ら
モ
ン

ベ
ル
社
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
予

定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問

フ
レ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
の

具
体
的
内
容
及
び
現
状
で
の
応
募
状

況
は
。

町
　
長

モ
ン
ベ
ル
ク
ラ
ブ
会
員

向
け
の
サ
ー
ビ
ス
と
な
り
、
割
引
な

ど
の
優
待
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
内
容

は
個
々
の
事
業
者
に
よ
っ
て
決
定
し

ま
す
。

産
業
振
興
課
長

５
月
31
日
ま
で
募
集
し

町
と
し
て
は
自
然
園
等
の
３
か
所
、
宿

泊
施
設
４
か
所
、
そ
の
他
の
施
設
２
か

所
の
計
９
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す
、
登

録
は
随
時
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

問

登
録
等
の
費
用
負
担
は
。

産
業
振
興
課
長

小
海
町
で
16
万
８
千
６

百
円
、
南
相
木
村
で
６
万
７
百
円
、
そ

の
他
支
出
が
１
８
４
万
８
千
円
で
す
。

モンベルホームページ
（https://www.montbell.jp）

第
２
次
佐
久
穂
町
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
策
定
に
お
け
る
事

務
手
続
の
内
容
に
つ
い
て

問

基
本
構
想
を
議
決
事
項

と
し
て
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
。

総
合
政
策
課
長

解
釈
の
違
い
か
ら
問
題

が
生
じ
ま
し
た
。
次
期
の
計
画
策
定

時
に
は
解
釈
の
違
い
が
生
じ
な
い
よ

う
対
応
し
ま
す
。

行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
は　

マイナンバーカードとの連携機

問

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
普
及
の
取
組
を
図
る
べ
き
で
は
。

町
　
長

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
に
つ

い
て
は
、
子
育
て
関
係
と
保
護
者
関

係
の
31
業
務
に
つ
い
て
、
今
年
度
シ

ス
テ
ム
を
構
築
し
ま
す
。

総
合
政
策
課
長

業
務
の
効
率
化
に
よ
る

住
民
の
利
便
性
向
上
を
目
指
し
、
５

つ
の
柱
を
立
て
て
取
り
組
み
ま
す
。

①
自
治
体
シ
ス
テ
ム
標
準
化
、
共
通

化　
②
行
政
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ
ン

化　
③
役
場
庁
舎
内
の
効
率
化　
④

情
報
格
差
の
対
策　
⑤
町
民
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
の
創
造
で
あ
り
ま
す
。
ゆ
く
ゆ

く
は
民
間
と
の
連
携
も
取
り
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

住
民
税
務
課
長

千
曲
病
院
で
は
、
本
年

か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
健
康

保
険
証
と
し
て
活
用
で
き
、
毎
月
少

人
数
で
は
あ
り
ま
す
が
、
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

千
曲
病
院
の
今
後
は

問

オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
考

え
は
。

町
　
長

初
診
時
で
は
、
限
ら
れ

た
情
報
の
中
で
の
診
断
が
必
要
と
な

り
、
現
状
の
オ
ン
ラ
イ
ン
技
術
と
受

診
環
境
及
び
そ
れ
に
伴
う
患
者
負
担

の
増
大
で
、
な
か
な
か
難
し
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

千
曲
病
院
事
務
長

遠
隔
診
療
は
対
面
診
療

を
補
完
す
る
も
の
で
あ
り
、
患
者
さ

ん
の
健
康
と
命
を
預
か
る
医
療
者
と

し
て
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
で
の
診

察
は
難
し
さ
を
感
じ
て
お
り
、
画
面

の
中
で
の
限
定
的
な
情
報
の
み
で
は

安
心
し
て
診
療
を
受
け
て
い
た
だ
く

に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
。

問

緩
和
ケ
ア
医
療
の
体
制

作
り
は
。

千
曲
病
院
事
務
長

緩
和
ケ
ア
に
関
わ
る
施

設
基
準
と
し
て
、
身
体
症
状
の
緩
和

ケ
ア
を
担
当
す
る
専
任
医
師
、
精
神

症
状
を
担
当
す
る
専
任
医
師
、
緩
和

ケ
ア
の
経
験
を
有
す
る
専
任
看
護
師

と
専
任
薬
剤
師
等
に
よ
る
チ
ー
ム
が

必
要
で
あ
り
ま
す
。
千
曲
病
院
で
は
、

実
際
に
そ
の
対
象
と
な
る
患
者
さ
ん

の
数
が
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。

方
言
に
関
す
る
教
育
に
つ
い
て

問

言
葉
の
文
化
は
未
来
に

伝
承
、
残
す
べ
き
で
は
。

教
育
長

方
言
は
、
生
ま
れ
育
っ
た

地
域
の
風
土
や
文
化
と
共
に
、
歴
史

的
、
社
会
的
な
伝
統
に
根
差
し
た
言

葉
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。
従
っ
て

方
言
が
担
っ
て
い
る
役
割
は
大
き
く
、

表
現
の
豊
か
さ
や
仲
間
意
識
、
連
帯

感
情
な
ど
、
地
域
に
よ
る
言
葉
の
多

様
性
の
面
か
ら
も
十
分
理
解
し
方
言

を
尊
重
す
る
気
持
ち
を
持
つ
こ
と
が

大
切
で
す
。
そ
の
上
か
ら
も
共
通
語

と
方
言
等
を
時
に
応
じ
て
適
切
に
使
っ

て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

生
涯
学
習
課
長

児
童
生
徒
に
と
っ
て
は
、

方
言
と
触
れ
合
い
親
し
む
活
動
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ふ
る

さ
と
遺
産
収
蔵
館
「
む
か
た
ん
」
友

の
会
に
よ
る
一
般
公
開
時
な
ど
に
、

小
中
学
生
等
を
対
象
に
方
言
と
共
通

語
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
わ
か
り
や
す

く
説
明
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
子
ど

も
公
民
館
に
お
い
て
も
地
域
の
講
師

の
方
に
よ
る
自
然
な
会
話
の
中
に
方

言
を
交
え
な
が
ら
お
話
を
す
る
な
ど
、

方
言
に
触
れ
る
学
習
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て佐久穂町北庁舎とスロープ

問

北
庁
舎
の
改
修
工
事
に
、

総
額
１
億
２
０
０
０
万
円
ほ
ど
の
予

算
が
計
上
さ
れ
た
が
…
。
新
庁
舎
建

設
に
お
け
る
当
初
計
画
と
現
状
の
相

違
点
は
。

町
　
長

新
庁
舎
建
設
委
員
会
の

答
申
を
受
け
、
新
庁
舎
延
べ
面
積
を

３
０
９
３
平
方
メ
ー
ト
ル
と
し
て
建

設
い
た
し
ま
し
た
。
北
庁
舎
の
改
修

事
業
で
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
は
、
当

初
は
計
画
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
会
議
室
等
の
改
修
は
当
初
か
ら

予
定
さ
れ
た
事
業
で
す
。

問

学
校
跡
地
利
用
方
針
に

つ
い
て
、
利
用
計
画
の
検
討
を
ど
の

よ
う
に
し
た
の
か
。

町
　
長

跡
地
利
用
の
公
募
を
行

う
な
か
で
募
集
の
実
施
要
項
に
町
と

し
て
の
基
本
構
想
と
基
本
計
画
に
当

た
る
部
分
を
組
入
れ
て
き
ま
し
た
。

問

旧
八
千
穂
小
学
校
跡
地

が
な
ぜ
貸
付
け
に
な
っ
た
の
か
。

総
務
課
長

学
校
用
地
と
し
て
の
依

頼
が
あ
り
、
町
が
望
む
利
用
形
態
の

最
良
に
近
い
も
の
と
判
断
し
、
申
出

と
し
て
扱
う
こ
と
と
し
ま
し
た
。

問

貸
付
け
と
い
っ
た
話
に

な
れ
ば
、
運
用
の
幅
が
出
て
く
る
。

旧
佐
久
西
小
学
校
に
お
い
て
シ
ェ
ア

オ
フ
ィ
ス
と
い
う
発
想
も
あ
る
が
…
。

町
　
長

シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
と
い

う
発
想
は
あ
り
ま
し
た
が
１
０
０
０

万
円
を
超
え
る
賃
貸
借
料
を
払
っ
て
、

学
校
を
、
経
営
し
た
い
あ
る
い
は
事

業
を
起
こ
し
た
い
と
い
う
人
は
な
か

な
か
見
つ
か
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

問

各
施
設
を
単
一
に
捉
え

る
の
で
は
な
く
、
町
全
体
を
見
た
中

で
運
用
（
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

ト
）
で
き
れ
ば
格
好
い
い
ま
ち
づ
く

り
に
な
る
と
思
う
が
。

町
　
長

令
和
元
年
の
台
風
に
よ
っ

て
、
大
き
く
あ
ら
ゆ
る
こ
と
が
遅
れ

ま
し
た
。
ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ

ト
よ
り
も
優
先
す
る
も
の
が
で
き
て

し
ま
っ
た
と
い
う
思
い
で
す
。

問

茂
来
館
の
利
用
推
進
の

現
状
と
今
後
の
方
針
は
。

教
育
長

多
様
な
主
体
に
よ
る
多

様
な
学
習
活
動
が
で
き
る
だ
け
快
適

に
展
開
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

問

施
設
運
営
に
お
い
て
運

営
側
と
し
て
見
る
と
こ
ろ
は
ど
こ
か
？　

町
民
で
は
な
い
か
。

教
育
長

目
線
は
町
民
、
管
理
施

設
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
ち
ら
か
ら

の
都
合
だ
け
で
考
え
て
は
い
け
な
い

と
思
い
ま
す
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
推
進
に

つ
い
て

問

各
地
区
公
民
館
の
利
用

に
お
け
る
支
援
策
は
。

健
康
福
祉
課
長

介
護
予
防
拠
点
整
備
事

業
に
お
い
て
は
、
区
で
実
施
す
る
事

業
、
書
類
等
の
保
管
の
や
り
方
な
ど
、

介
護
予
防
拠
点
の
事
業
の
情
報
交
換

会
を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

問

移
住
者
を
受
け
入
れ
る

各
地
区
の
対
応
に
つ
い
て
、
移
住
者
、

定
住
者
が
同
じ
気
持
ち
を
持
っ
て
地

域
を
支
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
か
。

総
合
政
策
課
長

移
住
者
交
流
会
と
い
う

こ
と
で
、
昨
年
度
は
３
回
や
っ
て
い

ま
す
。
い
ろ
ん
な
行
事
が
あ
る
中
で
、

既
に
交
流
が
図
ら
れ
て
い
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

役
場
北
庁
舎
を
ど
の
よ
う
に

利
用
す
る
の
か町

　
長
通
常
業
務
で
の
会
議
室
利
用
を
、

北
庁
舎
で
想
定
し
て
い
ま
し
た
。

須
田　
芳
明

モ
ン
ベ
ル
エ
リ
ア
の
登
録
は
？

町
　
長

７
月
１
日
登
録
・
公
開
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

髙
橋　
康
徳

デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る

地
方
創
生
の
推
進
は

町
　
長
重
要
課
題
と
理
解
し
積
極
的
に

進
め
て
い
き
ま
す
。 髙

見
澤　
利
博
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問

高
齢
世
帯
が
増
え
日
常

生
活
に
も
支
障
が
出
る
中
、
大
日
向

１
区
で
は
そ
う
い
っ
た
困
り
事
を
隣

近
所
の
力
で
解
決
す
る
住
民
主
体
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
始
ま
っ
て
い

る
。
昨
年
「
ふ
れ
あ
い
サ
ポ
ー
ト
㏌
古

谷
」
と
い
う
団
体
を
立
ち
上
げ
草
刈

り
や
買
い
物
支
援
な
ど
皆
で
支
え
あ

う
お
互
い
様
の
地
域
づ
く
り
が
住
民

の
手
で
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
よ

う
な
取
り
組
み
を
ど
う
見
て
い
る
か
。

町
　
長

町
の
老
人
福
祉
計
画
で

は
住
み
慣
れ
た
地
域
で
自
分
ら
し
く

暮
ら
す
た
め
に
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
を
柱
に
し
て
お
り
、
方
向
性

で
一
致
し
て
い
る
も
の
で
す
。
住
民

自
ら
が
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
支
援
内

容
や
仕
組
み
等
を
考
え
て
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
は
大
変
意
義
が
あ
り
、

町
で
は
初
め
て
の
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
、
大
い
に
期
待
を
寄
せ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

問

こ
の
よ
う
な
活
動
に
、

町
は
ど
う
か
か
わ
っ
て
い
く
か
。

健
康
福
祉
課
長

町
で
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
は
公
平
公
正
が
原
則
で
す
が
、
こ

の
よ
う
な
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
し
て
は
、「
地

域
の
皆
さ
ん
が
必
要
に
応
じ
て
、
地

域
で
考
え
可
能
な
範
囲
で
で
き
る
事

か
ら
」
を
基
本
に
考
え
て
い
ま
す
。

一
方
的
に
こ
う
い
う
事
を
し
て
く
だ

さ
い
と
い
う
押
し
つ
け
感
の
あ
る
も

の
は
長
続
き
し
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。問

補
助
金
な
ど
町
の
支
援

体
制
は
。

町
　
長

現
時
点
で
金
銭
的
支
援

は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
人
的
支

援
と
し
て
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
を
配
置
し
、
地
域
の
皆
様
に
寄

り
添
い
地
域
課
題
を
支
援
し
て
い
く

体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

問

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の

掛
け
金
や
燃
料
代
、
活
動
費
な
ど
金

銭
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
は
必
要
と
考
え

る
が
。　

健
康
福
祉
課
長

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
と

い
う
話
に
も
な
り
ま
す
が
、
有
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
も
考
え
て
い
た
だ

き
、
保
険
に
つ
い
て
は
社
協
や
生
活

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
お
手
伝

い
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

問

町
の
施
策
と
し
て
の
地

域
ご
と
の
取
り
組
み
の
現
状
と
課
題

は
。町

　
長

東
日
本
台
風
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
活
動
は
か

つ
て
の
６
割
減
で
大
変
な
痛
手
で
す
。

そ
ん
な
中
で
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
に
よ
り
、
助
け
合
い
を
生

む
環
境
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ
い
て

問

げ
ん
で
る
号
の
利
用
は

一
人
で
乗
降
で
き
る
の
が
条
件
だ
が

困
難
な
人
は
ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
が
介

助
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
集
落
内
の

狭
い
道
に
は
入
れ
な
い
と
い
う
理
由

で
乗
車
場
所
ま
で
か
な
り
歩
か
な
く

て
は
い
け
な
い
ケ
ー
ス
も
あ
る
が
小

型
車
の
導
入
は
検
討
し
た
か
。

町
　
長

乗
降
困
難
な
場
合
は
町

の
保
健
師
が
本
人
と
相
談
し
、
生
活

全
般
の
中
で
よ
り
良
い
移
動
手
段
を

考
え
て
い
ま
す
。
運
転
手
は
運
転
に

専
念
し
て
も
ら
い
ま
す
。

総
合
政
策
課
長

利
用
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
輸
送
効
率
を
優
先
し
て

現
行
の
９
人
乗
り
が
良
い
と
い
う
答

え
で
し
た
。

げんでる号運行範囲

学
校
給
食
で
地
元
農
産
物
利
用

の
促
進
に
つ
い
て

問

学
校
給
食
に
お
け
る
地

元
農
産
物
の
利
用
率
は
大
変
低
い
。

こ
の
利
用
率
を
伸
ば
す
こ
と
が
、
荒

廃
農
地
解
消
に
少
し
で
も
寄
与
す
る

と
考
え
る
中
に
お
い
て
、
調
理
現
場

側
と
生
産
者
側
が
抱
え
る
課
題
解
決

に
向
け
て
の
町
の
考
え
は
。

教
育
長

町
と
し
ま
し
て
は
、
調

理
現
場
の
職
員
と
直
売
所
の
ス
タ
ッ

フ
及
び
生
産
者
が
、
課
題
解
決
の
た

め
の
協
議
の
場
を
設
け
て
、
歩
み
よ

れ
る
よ
う
に
調
整
を
し
て
参
り
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
側

が
前
年
度
実
績
を
参
考
に
、
毎
月
ご

と
の
必
要
と
す
る
品
目
と
数
量
を
お

示
し
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

町
　
長

生
産
者
は
、
年
間
の
必

要
品
目
と
必
要
量
を
提
示
さ
れ
る
こ

と
に
よ
り
、
契
約
農
家
的
に
栽
培
計

画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
、
安
定
的

な
提
供
と
収
入
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、

生
産
意
欲
の
向
上
と
有
効
な
農
地
利

用
に
も
繋
が
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

こ
ど
も
課
長

給
食
食
材
の
金
額
的
割

合
は
、
過
去
５
年
間
平
均
値
で
保
育

園
分
が
約
２
％
、
学
校
給
食
分
が
約

３
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

調
理
現
場
で
は
、
前
年
実
績
に
よ
る

年
間
必
要
品
目
と
数
量
の
デ
ー
タ
作

成
を
進
め
て
お
り
、
７
月
に
は
お
示

し
で
き
る
予
定
で
す
。

問

学
校
給
食
へ
の
食
材
提

供
は
、
自
給
的
農
家
さ
ん
に
ご
協
力

い
た
だ
く
場
面
が
多
い
と
思
わ
れ
る

が
、
町
と
し
て
生
産
に
関
す
る
栽
培

指
導
体
制
を
構
築
し
サ
ポ
ー
ト
す
る

考
え
は
。

産
業
振
興
課
長

肥
培
管
理
等
に
お
け
る

情
報
を
、
Ｊ
Ａ
や
県
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
等
か
ら
収
集
し
提
供
し
て
い
く

の
が
町
か
ら
の
支
援
と
考
え
ま
す
。

問

学
校
給
食
食
材
は
規
格

が
厳
し
い
、
単
価
が
安
い
と
言
わ
れ

る
中
で
、
給
食
用
食
材
に
対
し
直
売

所
で
は
現
在
10
％
の
手
数
料
を
徴
収

し
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は

町
で
負
担
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

産
業
振
興
課
長

協
議
を
す
る
中
で
検
討

を
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
ま

す
。問

現
在
米
飯
提
供
に
つ
い

て
は
週
３
回
で
実
施
し
て
い
る
。
主

食
を
お
米
に
す
る
と
お
か
ず
の
内
容

が
変
わ
り
、
地
元
食
材
を
使
い
や
す

く
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
１
０
０

％
佐
久
穂
町
産
の
お
米
を
使
い
、
経

費
的
に
も
パ
ン
の
半
分
く
ら
い
と
す

れ
ば
米
飯
を
週
4
日
に
増
や
す
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

こ
ど
も
課
長

お
米
だ
け
で
な
く
小
麦

の
栄
養
も
必
要
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
流
通
の
問
題
も
あ
り
ま
す
の
で

検
討
を
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
考
え
ま

す
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
提
案
型
ま
ち
活

性
化
事
業
の
評
価

問

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
提
案
型

ま
ち
活
性
化
補
助
金
事
業
の
評
価
は
。

ま
た
、
事
業
者
や
他
の
団
体
へ
の
支

援
策
に
つ
い
て
の
考
え
は
あ
る
か
。

町
　
長

１
年
目
の
補
助
金
で
目

的
を
達
成
し
た
団
体
も
あ
れ
ば
、
２

年
目
か
ら
は
補
助
金
に
頼
ら
ず
、
継

続
的
に
活
動
し
て
い
る
団
体
も
あ
り
、

新
し
い
活
動
を
ス
タ
ー
ト
す
る
た
め

の
支
援
に
な
っ
て
い
ま
す
。
単
発
的

な
イ
ベ
ン
ト
へ
の
支
援
は
難
し
い
の

で
、
目
的
と
継
続
的
な
計
画
を
立
て

る
こ
と
で
、
各
課
の
補
助
制
度
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

総
合
政
策
課
長

平
成
28
年
度
か
ら
令
和

３
年
度
ま
で
で
14
団
体
が
こ
の
補
助

金
を
活
用
し
て
い
ま
す
。
使
い
道
と

し
て
は
観
光
、
商
業
、
介
護
予
防
な

ど
幅
広
く
町
の
活
性
化
に
寄
与
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

地
域
活
性
化
イ
ベ
ン
ト

補
助
金
が
あ
り
ま
す
が
、
物
品
販
売

や
営
利
目
的
の
も
の
は
対
象
と
し
て

お
ら
ず
、
商
工
会
等
に
協
議
し
て
い

た
だ
く
こ
と
が
適
切
と
考
え
ま
す
。

山
林
・
農
地
の
保
全
、
活
用
に

つ
い
て

問

農
地
や
山
林
の
保
全
、

活
用
に
つ
い
て
、
町
の
考
え
方
は
。

農
地
を
相
続
し
た
時
や
山
林
を
取
得

し
た
時
に
は
届
出
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
が
、
届
出
を
ど
の
よ
う
に
活

か
し
て
い
る
か
。

町
　
長

農
地
の
保
全
と
活
用
に

つ
い
て
は
、
佐
久
穂
町
農
業
再
生
協

議
会
に
よ
る
所
得
安
定
対
策
等
の
事

業
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
有
害
鳥

獣
被
害
防
止
事
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

山
林
に
つ
い
て
は
、
松
く
い
虫
被
害

防
除
対
策
、
下
草
刈
り
な
ど
保
全
に

努
め
て
い
ま
す
。

産
業
振
興
課
長

中
山
間
地
域
等
直
接
支

払
い
等
で
農
地
の
保
全
を
行
っ
て
い

ま
す
。
活
用
可
能
な
農
地
つ
い
て
は

担
い
手
へ
の
集
積
に
取
り
組
み
ま
す
。

所
有
者
変
更
届
等
は
農
家
台
帳
や
森

林
簿
の
変
更
を
行
っ
て
い
ま
す
。

情
報
提
供
・
情
報
共
有
と
広
報

に
つ
い
て

問

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

検
索
し
づ
ら
く
、
情
報
の
古
い
も
の
も

見
受
け
ら
れ
る
が
改
善
で
き
な
い
か
。

　
案
内
板
で
必
ず
し
も
適
当
で
は
な

い
表
示
が
散
見
さ
れ
る
。
大
日
向
小

学
校
の
案
内
板
が
い
ま
だ
に
「
旧
佐

久
東
小
学
校
」
に
な
っ
て
い
る
が
、

対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
企
業
広
告
の
封
筒
を
導
入
す
る
考

え
は
あ
る
か
。

町
　
長

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成

を
含
め
、
更
新
方
法
を
見
直
し
町
の

情
報
を
わ
か
り
や
す
く
、
ス
ピ
ー
デ
ィ

ー
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
旧
佐
久
東

小
学
校
の
表
示
に
つ
い
て
は
至
急
対

応
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
企
業
広
告

の
封
筒
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
募
集

し
ま
し
た
が
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
再
度
ト
ラ
イ
す
る
こ
と
も
必

要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

大日向にある案内板

地
域
主
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

町
の
考
え
は

町
　
長
町
の
総
合
計
画
と
方
向
性
が
一

致
し
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

佐
々
木　
信
幸

地
域
活
性
化
の
事
業
等
へ
の

支
援
は

町
　
長 

地
域
活
性
化
の
き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
っ
て
い
ま
す
。 竹

内　
達
朗

学
校
給
食
に

地
元
農
産
物
利
用
拡
大
を

教
育
長 

課
題
解
決
の
た
め
協
議
の
場
を

設
け
、
関
係
者
が
歩
み
よ
れ
る
よ
う
調
整

を
進
め
た
い
と
考
え
ま
す
。 

島
﨑　
規
子

給食用の野菜
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経済福祉常任委員会
承認案4件、認定案1件、議案5件が付託され、原案通
り承認、認定、可決すべきものと決しました。

健康福祉課
●	結婚新生活支援事業が45万円減額になりますと
の説明　

問 なぜ減額になったのか。また、それを利用する
方が少ないのはハードルが高いのではないのか。
下げることはできないのか。

答 当初見込みに対して、利用者が少なかったため
です。この事業は国の補助金を活用しているた
め、国の基準に沿って実施される事業となって
おり、基準の変更はできません。

●	介護予防住宅改修費についての説明
問 この工事費は、どういった方が受けられるか。
上限はどのくらいか。

答 要介護又は要支援の認定を受けている方に対す
る支援事業になります。1回の工事費が最大20万
円まで（給付は最大9割まで）になります。

老人保健施設
●	運営についての説明
問 令和4年度予算は、サービス収入が2億8千38万
に対し、総務費、サービス事業費、合わせた歳
出は約3億6千万円と苦しい状態だが、改善を進
めているものはあるか。

答 厳しいことは事実であります。利用者の減とい
うのが1番でありまして、特に長期利用者の減が
見られます。昨年度から、様々な方面で検討を
しております、今後も多方面に向けて強化をし
て行くつもりです。

老人保健施設さやか

建設課
●	令和3年度の工事費減についての説明
問 小山温水ため池工事請負費が980万円も減になっ
ているがなぜか。

答 最初の計算上は、設計上の土量で発注をしており
ますが、最終的には実際に運びだされた土の量で
決まります。その関係で減額になりました。

浚渫（しゅんせつ）工事中の小山温水ため池

千曲病院
●	購入費の減についての説明
問 車両購入費が120万円減額になっているが、ど
んな理由からか。

答 令和4年度に補助金のめどが立ったために、先送
りしたほうが有利ではないかという判断をさせ
ていただき、令和3年度での購入を先送りいたし
ました。

問 人間ドックについて、令和3年度の受診者数1210
人ということだが、今後はどのように進めてい
くか。

答 増やして行こうとは思っておりますが、それ以
上に中身の充実を図る意味で、新たに歩行姿勢
健診を始めております、今後もオプション項目
を増やしながら進めてまいります。

産業振興課
●	林業構造改善施設条例の廃止の説明
問 乙女の森総合案内棟1棟、バンガロー11棟、バー
ベキューハウス1棟の解体工事がここまで遅れた
理由は。

答 台風による町内災害復旧が最優先となりまして、
今回の事業が延期になっておりました。

総務文教常任委員会
承認案4件、議案9件が付託され、原案通り承認、　可
決すべきものと決しました。

総務課
問 令和3年度の無線広報一般経費において修繕費が
減額となっているがその理由は。

答 基地局の故障がなかったためです。

問 令和3年度のPCB廃棄処理調査委託費が451万円
の減となっているが、その理由は。

答 業者による調査を予定していましたが、業者を
確保することができませんでした。結局、役場
職員によって調査を行ったため、減額というこ
とになりました。

問 令和3年度の旧八千穂庁舎分筆測量委託費が550
万円の減額となっているが、その理由は。

答 令和3年度に事業を行うことができませんでし
た。令和3年度の予算を減額し、あらためて令和
4年度の予算に計上します。

問 令和3年度の境界測量登記委託料が678万円の減
額となっているが、その理由は。

答 実施した結果、差額が生じたため減額としました。

問 令和4年度の災害対策一般経費において、消耗品
費が332万円の増額となっているが、その内容は。

答 現状にあわせた災害対策として、ワンタッチパー
テーションとその屋根などを購入します。大高区
民センターなどに配置する予定となっています。

生涯学習課
問 令和4年度の生涯学習館茂来館において施設管理
等委託料が143万円の増額となっているが、そ
の内容は。

答 茂来館で行っている会場予約の状況をインター
ネットを通じて閲覧できるシステムを構築する
ためのものです。

こども課
問 令和3年度の受託事業収入が101万円の増額と
なっているが、その理由は。

答 佐久穂町外からの入所園児が4名に増加したこと
によるものです。

問 令和4年度の保育所費の一般委託料が600万円の
増額となっているが、どのような委託内容か。

答 保育士募集をするものの応募が少なく、現在、恒
常的な人材不足となっています。これを解消す
るために、人材派遣会社へ保育士確保のための
委託を検討しています。

佐久穂町立栄保育園

総合政策課
問 令和4年度の集落支援事業が179万円の増額と
なっており、集落支援員を2名から6名に増やす
そうだが、その理由は。

答 経験者が少人数で長時間対応するという現在の方
法から、グループを増やし、未経験者が短時間で
問題点を収集する方法に変更するためのものです。

問 令和4年度の企画財政費において、一般委託費が
220万円の増額となっている。佐久穂町のPR動
画を制作するとのことだが、その内容は。

答 自然環境にフォーカスし、4K対応の画像で長編・
短編、それぞれ1本ずつを作成する予定です。

→	この予算案に関しては、各委員から、「これまで
作成された動画が十分に活用されていないよう
に感じる」「活用方法を想定して、動画作成に取
り組むべきだ」「利用方法や町としてのビジョン
をしっかりと持ってマネージメントしてもらい
たい」など多くの意見が出されました。

委員会活動から ～委員会審査～
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佐
久
穂
小
学
校
６
年
生　
社
会
見
学

議
会
傍
聴
庁
舎
見
学

小
学
校
６
年
生
は
１
学
期
に
社
会
科
の
学
習
で
政
治
の
学
習
を
し
ま
す
。

そ
の
時
期
に
あ
わ
せ
て
、
佐
久
穂
町
議
会
６
月
定
例
会
の
各
常
任
委
員
会
の
傍
聽
・
見
学
と

佐
久
穗
町
長
・
佐
久
穂
町
教
育
長
の
協
力
の
も
と
新
庁
舎
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

６
年
１
組　
６
月
17
日
（
金
）
経
済
福
祉
常
任
員
会
傍
聴　
千
曲
病
院

６
年
２
組　
６
月
16
日
（
木
）
経
済
福
祉
常
任
員
会
傍
聴　
健
康
福
祉
課

６
年
３
組　
６
月
17
日
（
金
）
総
務
文
教
常
任
員
会
傍
聴　
こ
ど
も
課

児童の感想
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令
和
４
年
７
月
21
日

佐
久
穂
町
議
会
発
行

議　
長　
　
石
井　
正
行

編　
集　
　
議
会
広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

〒
３
８
４-

０
６
９
７ 

長
野
県
南
佐
久
郡
佐
久
穂
町
大
字
高
野
町
５
６
９

電　
話　
０
２
６
７
（
８
６
）
２
５
５
６

デ
ザ
イ
ン
・
印
刷　
株
式
会
社
コ
ッ
ク
ス

◆ 

編 

集 

後 

記 

◆

　
第
１
回
議
会
報
告
会
を
５

月
７
日
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
。
80
名
を
超
え
る
多
く
の

方
に
御
来
場
い
た
だ
き
ま
し

て
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

皆
様
よ
り
様
々
な
意
見
、
要

望
、
感
想
等
を
沢
山
い
た
だ

き
、
次
の
課
題
へ
の
取
り
組

み
の
参
考
に
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
回
は
、
来
場
者
が
60

歳
以
上
の
方
が
大
半
を
占
め

て
お
り
、
次
回
か
ら
は
若
い

年
代
層
に
も
大
勢
ご
参
加
い

た
だ
け
る
よ
う
考
慮
し
な
が

ら
、
若
い
方
の
声
も
聴
か
せ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
６
月
16

日
17
日
に
は
未
来
の
佐
久
穂

町
を
担
う
６
年
生
の
児
童
達

が
、
昨
年
に
続
き
常
任
委
員

会
審
査
の
見
学
に
来
ら
れ
ま

し
た
。
今
後
も
誰
か
ら
も
分

か
り
や
す
い
、
親
し
み
や
す

い
議
会
を
目
指
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

広
報
編
集
調
査
特
別
委
員
会

�

髙
見
澤　
利
博

おでかけ議会です。
お邪魔
します。

　議会改革特別委員会に組織さ
れた町民交流推進チームは、議
会改革の一つである「町民の皆
さんとの交流」を深めるため、
試験的に交流会を実施しています。
　今回は、「八千穂高原別荘の
皆さんとの交流」として認定こ
ども園「ちいろばの杜」にお邪
魔しました。
※別荘地住民23名、議員8名による
意見交換会を行いました。

9月定例会のお知らせ　9月8日（木）〜9月22日（木）を予定しています。

別荘地の運営管理の再考を 
●防災面を含め別荘地の利便性を高める運営管
理を再考して欲しい。

げんでる号の別荘地迄の延伸要望
●現在、別荘地住民の高齢者が居り、年々移住
者も増え高齢化も進むため、げんでる号の別荘
地までの運行を。

大日向小の児童の登校支援について
⃝別荘地には大日向小学校へ通う児童がいる。
●佐久穂小学校同様に登下校の送迎支援を。

別荘地内のカラマツの伐採管理の問題
●別荘地内のカラマツの伐採管理が進んでいる
が不住の家の伐採は進んでいない。その対応は。

別荘地住民の意見の集約について
●本日のメンバーは数の多いグループだが住民
代表ではない。町から別荘地問題の協議など住
民全体に働きかけて欲しい。

※沢山の意見をいただき町に報告させていただ
きました。

【お邪魔します。お出かけ議会です。】の参加団体を募集します。
グループでの意見交換を希望する方は議会事務局℡86-2556にお尋ねください。

今回の主な意見交換等

八千穂高原別荘の皆さんとの交流八千穂高原別荘の皆さんとの交流


